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『前世』La　Vie　ant6rieure評釈
一ボードレールの楽園一
野　村　圭　介
I
　rいかなる拝情詩人も，その本性に従い，宿命的に，失われたエデンの園ヘ
　　　　　　　　　　　　パ　ル　ナ　｝　ア　ソの回帰を行う」。ω　これは，高踏派の詩人テオドール・ド・バソヴィルTh6o－
dore　de　BanY111eにふれてのボートレールBaude1a1reの言葉であるが，《悪
の華》Les　Fleurs　du　Ma1の詩人，《パリの憂欝》Le　Spleen　de　Parisの詩
人ボードレールもまた，文字通り宿命的に，しぱしば，あるいは未知の，あ
るいは失われた楽園への夢を語っれその代表例が，例えぱr旅への誘い』
L’ImitationauVoyageであり，r憂愁と放浪』McestaetE耐abmdaで
あり，r異国の香り』Parfum　exotiqueであり，散文詩でのr旅への誘い』
L’Invitation　au　Voyage，rこの世の外ならいずこでも』Any　where　out　of
the　wor1d＿N’importe〇七hors　du　monde等々であろう。そして，今問題
としたいr前世』La　Yie　ant色rieureと題した14行詩もまた，ポードレール
的楽園のイメージを描いた典型的な詩篇の一つである。『前世』という題から
うかがえるように，詩人は，失われたエデソの園を己れの生誕以前に位置づけ，
そこにかつて住み暮したものとして自分の姿を描き出す。ごく短い詩ゆえ，ま
ずその全訳を掲げ，以下各節ごとに原詩にそいながら解読を試みたい。もちろ
ん《悪の華》には，鈴木信太郎，堀口大学，村上菊一郎，斉藤磯雄，近くは安
藤元雄等々多くの秀れた訳業がある。その名訳のいずれかを拝借しても良いの
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であろうし，またそのほうが読者に親切かもしれない。が，各々の訳はそれぞ
れに個性的でありすぎるため，原詩の評釈を目的とした本稿にあげるには，か
えって穏当を欠かなくもない。それゆえ，あくまでも参考訳として，原詩理解
の一助として，もろもろの先訳を参照した上での拙訳を掲げることにしたい。
：皿章以下の引用部分についても同様。
　　　　　　前世
　　　　　　　　　　　　　　　もと私は長い間暮した　広大な柱廊の下に
海の太陽が干の熔でそれを染めあげ，
まっすぐ厳かに立並ぶ巨大な柱は，
タベ，柱廊を，さながら玄武洞にLた。
大波は，空の景色をころばしながら，
荘重にもまた神秘的にも混ぜ合せた
その豊かな音楽の力強い和音を
私の眼に映る夕日の色彩に。
そこにこそ私は生きたのだ　静かな逸楽のうちに，
青空と，波と，壮麗な光と，
香油をぬりこめた裸の奴隷たちのさ中に，
彼らは様欄の葉で私の額を扇いでくれたが，
その唯一の心ずかいは　なおも深めることだった
私を憐俸させる苦しい心の秘密を。
?
　この14行詩，すなわちソンネSOmetは，四節に分たれ，それぞれ二っの4
行詩quatrainと3行詩tercetとから構成される。第一節の原文と，その参
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考訳。
J’ai　longteInps　habit6sous　de　vastes　por仁iques
Que1es　soleils　marins　teignaient　dθInil1e｛eu冬
Et　que　leurs　grands　piliers，droits　et　nエajestueux，
Rendaient　pareils，Ie　soir，aux　grottes　basa1tiques．‘到
　　　　　　　　　　　　　　　もと私は長い間暮した　広夫な柱廊の下に
海の太陽が千の嬉でそれを染めあげ，
まっすぐ厳かに立並ぶ巨犬な柱は，
タベ，柱廊を，さながら玄武洞にした。
　第一節で，r私」すなわちポードレールが前世において過ごしたとする，楽
園のイメージの大綱が明確に提示され乱その構成要素は，空問的には，海
と太陽と柱廊。さらにそこに，r長い間暮した」と「タベ」という二つの時閻
面での指摘が加わる。まず理想郷の空間的要素を三点に分けて検討してみた
い。
　1）パリの詩人，典型的な都会の詩人であるボードレールは，ことさら海を
愛し，海にあこがれた。
Homme11bre，tou］ourstuch6nras1a㎜er1倒（L，Ho㎜eetlaMer）
自由の人よ，君はつねに海を愛するだろう！（人と海）
　《悪の華》あるいは《パリの憂麓》には，ほとんど全巻いたるところに海のイ
メージが散見される，といって過言でない。海，とりわけ南の国の，青空のも
と激しく太陽の照りつげる美しく澄んだ海原こそ，ポードレールの変らぬ永遠
の理想郷である。例えば次にあげるr憂愁と循復』M肥sta　et　Errabmdaの
冒頭の二節は，輝やかしい海への憧橿を歌って，もっとも印象的改ものの一つ
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であろう。しかもここでは，大都会パリ自体が，r汚濁の都会の黒い大洋」1e
nOir㏄6an　de1’immOnde　cit6という表現を得て海に転換されている。
Dis・moi，ton　c㏄ur　pa㎡ois　s’envo1e－t・il，Agathe，
Loin　du　noir㏄6an　de　l’immonde　cit6，
Vers　un　autre　oc6an　o心1a　splendeur6clate，
B1eu，c1air，profond，ainsi　que　la　virginit6？
Dis一㎜oi，ton　c㏄ur　parfois　s，envole－t－il　Aga血e？
La　mer，la　vaste　mer，conso1e　nos　labeurs！
Queユd6mon　a　dot61a　mer，rauque　chanteuse
Qu’a㏄ompagne　l’1mmense　orgue　desマents　grondeurs
De　cette　fonction　sub1ime　de　berceuseP
La　mer，la　vaste　mer，conso1e　nos　labeurs！14i
言っておくれ，お前の心は時に飛び立つのか，アガートよ，
汚濁の都会の黒い大洋を遠く離れて，
壮麗1こ光り輝くもう一つの大洋の方へ，
青く，明るく，深い，処女性のような大洋へ？
言っておくれ，お前の心は時に飛び立つのか，アガートよ？
海，広犬な海は，われらの労苦を慰める！
いかたる悪魔が，ごうごうと鳴る風の
　　　　　　　　　　　Lわ出巨大たオルガンを伴奏に嘆れ声で歌う海に，
崇高な子守唄の働きを与えたのか？
海，広大な海は，われらの労苦を慰める！
　引用個所における「壮麗な光」splendeurや「青」bleu，また，子守唄にも
似た慰めに満ちたひびきを伝える波，これらが『前世』では後に見る第三節の，
「青空と・波と・壮麗な光のさ中に」Au　mi1ieu　de　I’azur，des　vagues，des
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splendeursという簡潔な詩句に，凝縮再現されていることに注目しておきた
い。さらにr海，広大な海」La　mer，1a　vaste　merとある，このr広大た」
VaSteという形容詞については後で考察する折があろう。
　海を歌って，限りなく切なく，美しい詩をもう一つ。r秋の歌』Chant　d’auto－
mne第二都の最初の4行詩だが，ここでは海に輝く太陽は最愛の恋人にもま
さる至高の価値をさずげられる。
J’aime　de　Y0s　longs　yeux1a　lumiさre　verd会tre，
Douce　beaut6，mais　tout　m’est　aujourd’hui　amer，
Et　rien，ni　votre　amour，ni　le　boudoir，口i　l’銚re，
Ne　meマaut1e　solei1rayomant　sur　la　mer．｛5，
私は愛す　君が切れ長の眼の緑の光を，
　　　　　　　　ひとやさしく　美Lき女よ，しかし今日全ては私に苦く，
君の愛も，閨房も，媛炉も，何ものも，
私には海に照り輝く太陽に童さるものはない。
　この詩の四行目末尾に置かれた1a　mer　r海」が，三行目末尾のamer　r苦
い」と韻を踏み，単に音の面だけでたく意味論的にもひびき合っていることに
注意しよう。苦い海一mer，a㎜erと踏まれる韻は，他にも『あほうどり』L’
Albatros，r人と海』L’Homme　et1a　Mer，r語らい』Causerie，r強迫観念』
Obsession，『地獄に堕ちた女たち』Femmes　damn6es，『旅』Le　Voyage等
等，か杜り多く見られる。ポードレールにとって，海は，ただ単に，明るく澄
んだイメージ，晴れやかなイメージだけを喚起するものではたい。事はそれほ
ど単純にははこばない。また，それでこそポードレールを読む楽Lみがあり・
評釈のしがいもあるというものだ。千変し万化してやまたい海は，詩人にとっ
てほとんど魂の象徴，いや人間の魂そのものである。r恐ろしい童でに人の心
を魅する海，恐ろしいまでの単純さのなかで無隈に変化する海，かつて生き，
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現に生き・これからも生くるであろう全ての魂の，もろもろの感情や苦悶や胱
惚をその内に含み，その戯れ，姿態，怒り，徴笑みによって，これらを表現す
るかに見える海」。＝副散文詩r既に！』D維！にはこうあるが，つづげて，r人
と海』L’Homme　et1a　Merの一節もぜひ引いておきたい。詩人は，人間と
海の両者に向って次のように呼びかげる。
Vousさtes　tous1es　deux　t6n6breux　et　d1screts：
Homme，nu1n’a　sond61e　fond　de　tes　abiInes，
0mer，m1平e　connait　tes　dchesses　intimes，
Tant　vousεtes　jaloux　de　garder　vos　secrets岬
お前たちは　ともに　暗くまた思慮深い，
人よ，お前の深淵の奥底を測ったものは誰もない，
海よ，お前が内にひめた富を知るものは誰もない，
　　　　　　　　　　　　きゆラそれほどにもお前たちは，汲々と秘密を守る！
　二行目の「お前の深淵の奥底を測ったものは誰もない」nu1n’a　sond61e
fond　de　tes　abimesと三行目のrお前が内にひめた富を知るものぱ誰もな
い」nul　ne　coma並tes　hchesses　intimesが，相互に交換可能なのがこの詩
の面白いところ芯心の深淵が同時に海の深淵でもあり，海底の富が同時に心
の富でもあるのだ。さて，われわれが今評釈を試みつつある『前世』の楽園に
あっても，r深淵」ab五meという語こそ直接使われないものの，やがてそこに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ちoも一筋のひび割れが生じ，徐々に深い穴が口開く様を後々員にすることが出来よ
う。また四行目「それほどにもお前たちは汲々と秘密を守る」Tant　vousεtes
ja1oux　de　garder　vos　secretsは，やはり『前世』最終節最終行の，海に面
した楽園の住者の「苦しい心の秘密」le　secret　douloureuxに通じるもので
あることを記億しておきたい。
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　2）　r前世』におげる楽園の舞台は，輝やかしい海に面した広大な柱廊であ
る。すなわちボードレールのこの理想郷は，ただ水と石とのみから溝成された，
幾何学的に整然とした，すぐれて人工的な空間である。これは，ユデンの園あ
るいはバラダイスといった言葉から，通例われわれが恩い描く，緑したたる楽
園のイメージと背馳するもはなはだしい。例えばそれは，画家アンリー・ルソ
ーHenri　Rousseauの描くがごとき，繁茂する草木，原色の花々，野生の鳥
獣等で満たされた楽園ではまったくない。「ボードレールはけっLて己れを忘
れることのない人間だ」（サルトル）Baudelaire　est1’homme　qui　ne　s’oublie
iamais＝8，（Sartre）。余りに豊穣なもの，余りに生命カにあふれるもの，無秩序
に氾濫するものが，彼には耐えられない。無制限にどこまでも繁茂する植物が
その典型だ。彼は，自然に題材をとった詩，例えば森や樫の巨木，緑の草木や
昆虫といったものを歌った詩を要望してきた編集老に向って，例えばこんな風
に答えている。一御承知のように自分は自然を前にして感動することなど出
来ない。神の魂が草木の中に宿る，なんてけっして信じられない。よし例えそ
うだとしても，そんたことは自分の知ったことじゃない。自然，開花し若やい
だ自然には，どこか破廉恥なもの，人を傷つけるものがあると常々思ってい
る。⑨この有名な書簡に関係して，禁断詩篇Piさces　condamn6esの一つr余
りに快活なひとへ』A　ce11e　qui　est　trop　gaieを引用しておこう。ポードレ
ールは，自然そのもののように嬢康で，豊満で，陽気な女性への愛と憎悪を，
いささかサディスチックな形で歌うのだが，その第五・六節。
Quelquefois　da1ls　un　beau　jardin
0七je　trainais　mon　atonie，
J’述senti，comme　une　ironie，
Le　solei1d6chirer　mon　sein；
Et1e　printemps　et1a　Yeraure
Ont　tant　humili6mon　c㏄ur，
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Que　j’誠Puni　sur　une　neur
L’inso1ence　de1a　Nature．ω
時おり美しい庭に
私の無気力を引きずって歩くと，
　　　　　　イ胆＾一私は感じた，皮肉のように，
太陽が胸を引き裂くのを。
そうして春と緑が
私の心をひどく侮辱したから，
私は一輸の花をちぎって
自然の無礼を罰してやった。
　植物への嫌悪，それに反比例する形での鉱物への愛着。rこの人生は，すべ
ての病人がベヅドを変えたいという欲望にとりつかれている病院だ」という
語句で始まる散文詩『この撞の外ならいずこでも』Any　where　out　of　the
wor1dにおいて，詩人は，『前世』の理想郷のごとく，やはり水と石のみで構
築された町への憧撮を語る。
　Dls－moi，mon　ame，pauvre　ame　refr01d1e，que　pensera1s－tu　d’habiter
Lisbome？I工doit　y　faire　chaud，et　tu　t’y　ragail1ardirais　comme　m
16zard．　Cette　ville　est　au　bord　de1’eal1；on　dit　qu’e11e　est　b盆tie　en
marbre，et　que1e　peup1e　y　a　une　tel1e　haine　du　v696ta1，qu’i1arrache
tous　Ies　arbres．　▽oi1きun　paysage　se1on　ton　goOt；un　paysage　fait
avec　la1umiさre　et1e　min6ra1，et1e1iquide　pour　les　r鎚色hir！ω
　言ってくれ，私の魂よ，冷えきったあわれな魂よ，リスポ：■に住むのはど
う思うかね。あそこならきっと暖いし，お前はトカゲのように元気を取りも
どすだろう。あの街は水のほとりにある。街は大理石で建てられ，住民は植
物が犬嫌いで，木という木を全て引っこ抜いてしまうそうだ。これこそお前
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　の趣味にかなった風景だ。光と鉱物と，それを映すための液体でつくられて
　いる風景！
　rバリの夢』Rεve　parisienと題する詩は，超現実的な夢の世界を描いて，
シュールレアリスムの先駆的作品とも評されるものだが，そこで詩人は，植物
への反感，鉱物と水への愛を次のように鮮やかに歌う。
　Le　sommei1est　plein　de　miracles！
　Par　un　caprice　singulier
　J’a▽ais　banni　de　ces　spectacles
　Le　v696tel　irr6g皿1ier，
　Et，Peintre　ier　de　mon　g6nie，
　Je　sa∀ourais　dans　mon　tableau
　L，enivrante　monotonie
　Du　m6tal，du㎜arbre　et　de　l’eau坤
　睡眠は奇蹟に満ちている！
　奇妙な気粉れによって
　私は夢の光景から追放した
　不規則な植物類を。
　そして，天才を誇る画家さ次がら，
　私は自分の絵の中に味わった
　人を酔わせるような単調さを
　金属と大理石と水との。
　3）　r前世』理想郷の舞台を考察するに当って，もう一点，押えておきたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もと個所がある。壁頭「私は長い間暮した　広夫た柱廊の下に」J’ai　lon鋲emps
habit6sous　de　vastes　po耐iquesとある。海辺の柱廊，r広犬た柱廊」de
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VaSteS脾rtiqueS。何故「広大」VaSteでなければならないのか。この一見平
凡な形容詞がふくむ間題は意外と深い。バシュラールGaston　Bache1ardの
指摘をまつまでもなく，VaSte　r広大な」という語は，ボードレールが特別な
愛着を示す語であり，彼の詩的宇宙をさぐるキイー・ワードのブつと言ってい
い。その例をあげれぼ，それこそ枚挙にいとまがないが，人口に繕灸した詩篇
のなかから，いくつかを捨ってみよう。
les　vastes6cla1rs　de　son　espr1t1uclde鰯（B6n6d1cむon）
彼の明断な精神の広大な輝き（祝福）
Souvent，Pour　s’amuser，les　hommes　d’6quipage
Prement　des　albatnos，vastes　oiseaux　des　mersω（L’Albatnos）
Lぱしば，たわむれに，水夫たちは
　　　ヨみごo広犬注海鳥，あほうどりを取らえる（あほうどり）
Vaste　comme1a　nuit　et　comme1a　clart6111〕（Correspondances）
夜のように光のように広大な（万物照応）
Nosdeux　cceurs　seront　deux　vastes　Hambeaux㈹（La　Mort　des　Amants）
我々二つの心は広大た二つの熔となろう（恋人たちの死）
Pour1’enfant，amoureux　de　cartes　et　d’estampes，
L，u㎡vers　est6ga1註son　vaste　apP6tit胴（Le　Voyage）
地図や版画の好きな少年にとって，
字宙ば彼の広犬な食欲に等Lい（旅）
　あるいは「夜」に，「光」に，はたまたr鳥」にr心」にr食欲」にと，ほ
とんど森羅万象すべてに，「広犬な」VaSteという形容詞が自由自在に添加さ
　　　　　さま　　　　　　　　　　　　　　　　　　LんLんれる。その様たるやまことに興味津々，と言わねばならぬ。さて，《空間の詩
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学》La　po6tique　de1’espace・のなかでバシュラールは，vasteはもっともボ
ード1■一ル的な言葉の一つであり，幸福な無隈の広がりを暗示す乱もろもろ
の対立をこえた至上の綜合を表す。㈱と，言い，なおVaSteという語が持つ音
のひびき，その音声的価値について，およそこのように述べる。
　VaSteという言葉は，つねに平和と静誰を喚起する。もし私が精神病医なら，
不安におびえる患者に，ボードレールの詩を読み，VaSteという単語をゆっく
り落着いて発音してみることを進めたい。それは精神の静寂と統一をもたらし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ■広々とした空間を打開いてみせる。母音［Oコは，いわぱ無限性の母音だ。と
　　　　斬アストりわけ［∀OStコという一連の音の連鎖のなかで，［Oコは，果てしなく拡大して
ゆく一切の力を持つ。限りない静げさを招来する鎮静力を持つ。VaSteと芦に
出せば，同時に，無限がわれわれの胸のなかに流入する。人間的不安・苦悶か
らははるか遠く，われわれは広大な宇宙のなかで呼吸する。胸
　バシュラールの洞察にもはや何も付け加えることもたいのであるが，r前世』
の「広大な柱廊」de　vastes　pOrtiquesに関し，別の観点から一点指摘してお
きたい。ボードレールはしばしば，さまざまな形での閉塞状況を描く。牢獄の
ごとき，暗くて狭い空間に落入り，閉じこめられたその窒息感を，きわめてヴ
ィヴィッドに描いてみせる。
Dans　les　caveaux　d’insondable　tristesse
Od1e　Destin　m’a　d幼re16gu6；
○むjamais　n’entre　un　rayon　rose　et　gai；
0h，seul　avec1a　Nuit，㎜aussade　h6tesse，鮒
測り知れ汰い悲しみの穴倉の中に
宿命がすでに私を押しこんだ。
そこにはバラ色の明るい光はげっLて射さない。
陰気な女主人の夜とただ二人きりで㌔
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　これは，四部作『幻影』Un　Fantomeの壁頭を飾る『暗闇』Les　T6nさbres
の第一節。r秋の歌』Chaふtd’auto㎜neでは，憂愁に沈む詩人の心は，北極の
地獄の申に閉じこめられた太陽に例えられる。また『救い得ぬもの』L’I∬6・
m6diab1eは，いかにも暗いその題名が示すごとく，全篇これ，逃れようにも
どうしても逃れられたい悪夢のような，陰欝た囚われのイメージに満ち満ちて
いる。その第一，第四節。
Une　Id6e，me　Forme，m　Etre
Parti　de　l’azur　e圭tomb6
Dans　uI1Styx　bourbeux　et　ploII1b6
00nu1（ei1du　Ciel　ne　p6nさtre；
Un　malheureljx　ensorce16
Da口s　ses蛤tonnements　futiles，
Pour　fuir　d’m工1ieu　plein　de　repti1es，
Cherchant1a　lumiさre　et　la　c16；㈲
ある観念，ある形態，ある存在が，
青空より出発して　落ちた
　　　　　　　　さんず鉛色の泥だらげの三途の川に
そこには天のいかなる目も届かない。
魔法にかかった不運な男が
むなしく手さぐりをくり返す，
爬虫類のむらがる場所から逃げようとして，
光と鍵をさがしながら。
　この外，r憂欝』Sp1eenという同一の題をいただく四篇の詩，『深き淵より
映びぬ』De　profmdis　clamaris，『白鳥』Le　Cygne，『ふた』Le　Couvercle
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等々，《悪の牽》には，詩人の閉塞感，窒息感を訴えたものが数多い。そして，
一方にこうした暗濃たるものが心の底に婚躍しているからこそ，他方逆に打開
げたもの，広大なもの，無隈なものへのあこがれがそれだけ一層強くなるの
だ。もはや説明するまでもなかろ㌔楽園にそびえ立つ柱廊，まっすく・厳かに
立つ柱廊は，無限に向って開かれた，限りなくVaSte　r広大な」ものでなけれ
ばならなし・o
　以上三点に分けて，『前世』の理想郷のイメージを，その空間面から検討し
て来た。時間的た面については，そう手間取ることもないだろう。一応二点。
　1）　r私は長い間暮した」J’ai1ongtemps　habit6。何故，例えぱ単にr私は
かつて暮した」J’ai　me　fois　habit6ではたく，ことさらr長い間」longte㎜ps
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日ソ虫ソという副詞が選ぱれたのか。10ngte血ps［15tdコと，5，δの二つの鼻母音の連
続による，いかにもゆったりとした音のひびきを，楽園のイメージにふさわし
いとボードレールが感じたことは言うを侯たないだろう。さらに意味論的には，
先程のr広大な柱廊」de　vastes　pOrtiquesに関する解釈を，そのまま時間面
にも適用すれば間題はなかろう。海と空との無隈に向って開かれた広い空間の
中で，単にかつて暮した，と言うだけでは不十分。あくまでその広大な空間に
相応じてr長い間」でなげればたらない。r私は千年の歳をとったよりも多く
の思い出を持つ」J’ai　p1usdesouvenirs　que　si　j’a∀ais　mine　ans㈲とふそぶ
くポードレールのことだから，長い間とはどれくらいの間か，と間うことは無
意味だろう。ほとんど永遠の相を帯びた時閻，とでも考えておげぱよかろう。
2）第一節四行目。rタベ，柱廊を，さながら玄武洞にした」．Rendaient
pareiIs，le　soir，aux　grottes　basa1tiques。この「タベ」1e　soirについて一
目o
　「黄昏よ，なんと汝は甘美でやさしいことか1」Cr6puscu1e，co血血e　vous
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　1弘
εtes　doux　et　te皿dre！。㈲散文詩『黄昏』Le　Cr6puscule　du　soirにこうあ
るが，夕方は，ボードレールにとっての特権的時間である。r前世』にはもち
ろんのこと，詩人が夢みる楽園的光景の中には，必ずといってよいほど，至福
の時としての，夕刻ないLは夕日が登場する。例えばかの有名な『旅への誘
い』L’In刊tation　au　Voyage，
　＿Les　soleils　couchants
　Revεtent　les　champs，
Les　canaux，la　ville　entiさre，
　D’hyacin此e　et　d，or；
　Le　i＝nonde　s，el＝＝d－ort
Dans　me　chaude1umiさre．凶
　一沈む夕日が
　野を，運河を，町全体を
桑めあげる，
胤・だい
　澄色に，黄色に。
　世界は眠る
熱い光のなかで。
　また『異国の香り』Parfum　exotiqueの，
けだるく奏でられた冒頭の4行詩quatrain．
いかにもゆったりと， ものうく，
Quand，1es　deux　yeux　fem6s，en　m　soirchaud　d’autome，
Je　respire　l’odeur　de　ton　sein　cha1eureux，
Je　vois　se　d6rouler　des　rivages　heureux
Qu’6b1o血ssent1es　feux　d’m　so1ei1monotone；㈲
秋の日の暑いタベに，両の眼をとじ，
おまえの暖かい胸の匂いを吸えば，
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　　　　　　　　　　ひ私は眼にする　単調な陽の鰯こ
まばゆく照らされた幸せな岸辺が広がるのを。
　あるいは，r憂愁と妨復』Mcesta　et　errabuI1daの中の，例の名高いr幼
い恋の緑の楽園」le∀ert　paradis　des　a㎜ours　en五ntines㈱のメルヘン的な
光景。それもやはり，たそがれ時を背景にして展開される。
Les　courses，1es　chansons，1es　baisers，Ies　bouquets，
Les　Yiolons　vibrant　derriきre1es　couines，
Avec　les　brocs　de　vin，1e　soir，dans　les　bosquets，餉
かけっこ，歌声，接吻，花東，
　　　　　　ム看丘のかなたで額えるヴァイオリソ，
そLてタベ，木立の中でくみ交す葡萄酒，
　しかL，昼と夜の，光と闇の境界に位置する夕刻は，本来両義的な，あいま
いな時刻である。黄昏は，ただ単に，甘美なやすらぎ，やさしさだけを送り届
けるのではない。ボードレールにとり，いわば最も濃度の濃い時間，最も密度
のつまった時間であるタ暮時。それはまた，回想の時，悔恨の時，不安の時，
苦悶の時でもある。この間の事情を明らかにする詩篇も数多くあるが，今はた
だ，『沈思』Recueil1ementと題したソンネの第一節と第三節を引くにとどめ
たい。
Sois　sage，6ma　Douleur，et　tiens－toi　plus　tranqui11e
Tiユr6c1amais　le　Soir；il　descend；le　voici：
U理e　atomosphさre　obscure　enマe1opPe　la　vi11e，
Aux　uns　po並ant　la　pa収aux　autres　le　souci．
（。．．．．．）▽ois　se　Pencher　les　d6fmtes　Am6es，
Sur　les　balcons　du　cie1，en　robes　sura皿nξes；
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Surgir　du　fond　des　eaux1e　Regret　souhant；㈱
おとなしくしておいで，私の苦悩よ，もっと静かに，
お前はタベを待ち望んでいた，ほら，あそこにそれは降りてきた。
硅の
灰暗い大気が街をつつみこむ，
ある者には平安を，またある老には不安をもたらして。
（……）　ごらん　死んだ歳月が身をかがめるのを，
大空の露台の上に，古びた衣裳をつけて。
水の底から悔恨が徴笑みながら浮び上ってくるのを。
　以上われわれは，r前世』第一節に提示された理想郷を，その空間と時聞の
両面にわたっそ，さまざまの例証を引きながら，やや仔細に検討してきた。そ
れは，無限の空と海に向って打ち闘かれた広大な柱廊という，改めて指摘する
までもたくいかにもボードレール的な楽園風景である。しかもその舞台を，詩
人は，激こ没する夕陽で照らし出すことにより，一段と色彩豊かな，豪奮なイ
メージに仕たて上げた。例えばそれは，《悪の筆》の樟尾を飾る巨篇に，
La　g1oire　du　so1ei1sur1a　mer　vio1ette，
La　g1oire　des　cit6s　dans　le　solei1couchant，㈲
紫の海に輝く太陽の栄光，
夕陽に映える都市の栄光，
と歌われた，絢鰯豪華たるイメージをも想起せしめる呈のものだ。永遠の相の
もとの，壮麗な逸楽の国一しかし筆者は，こう言ってしまって，妙に心にひ
っかかるものがある。一つ気がかりな点がある。四行目をもう一度ひく。rタ
ベ，柱廊を，さながら玄武洞にした」Rendaient　pareils，1e　soir，aux　grottes
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basa1tiques．そう，このr玄武洞」1es駆ottes　basaltiquesのイメー九夕
目に赤く染った玄武岩の洞窟が、何かしら不安をさそってやまたい。安定し自
足した楽園のイメージに一抹のかげりを投じる。そもそも，洞窟ないしは深い
穴といったものは，漢とした恐怖を摺来する。ボードレール自身の語るところ
を聞こう。
J’ai脾urdusommeilco㎜eonapeurd’mgrandtrou，
Tout　p1ein　de　vague　horreur，menant　on　ne　sait　od；畠Φ
私は眠りが恐ろしい　大きな穴が恐ろLいように，
荘漢とした恐怖がたちこめ，どこに至るのかわからないような。
　これは，そのものずばり『深淵』Le　Gou舐reと銘打ったソンネの第三節の
始めの二行。覚書r火箭』Fusξesにはこうある。r精神的にも肉体的にも，い
つも私には深淵の感覚があった。ただ単に睡眠の深淵だけでなく，行為，夢，
思い出，欲望，悔恨，美，数などの深淵の感覚が」。馴《悪の華》には，墓穴や
穴倉等，穴形のもののイメージが到る所に見出せる。ポードレールは，終生，
しかも晩年になればなるほど，ますます鋭く深く，深淵の感覚につかれてい
た。今はこの点について詳細に述べる余裕はないので，禁断詩篇の一つ『地獄
に堕ちた女たち，デル7イーヌとイポリット』Femmes　damn6es，Delp㎞竈e
et　HipPo1ytheから，次の部分を引くにとどめる。
　．Je　sens　s’61argir　dans－non　εtre
Un　abime　b6ant；cet　abi㎜e　est　mon　cceur！＿。．
Br自1ant　comme　mマo1can，profond　comme　le　Yide！国
……私は私の中に広がるのを感じる
大きく口を開けた深淵が，この深淵が私の心！一
火山のように燃え，虚空のように深い！
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　同じ詩にはまた，洞窟という語を用いた詩句も見られる。すなわちr一条の
新鮮な光もお前たちの洞窟にけっして射したことはない」Jam出s　m　rayon
frais　n’6c1aira▽os　cavemes鯛。さて，r前世』第一節の最後に現出した，夕
目に染まった玄武洞。壮麗な楽園に，一つの穴をうがった洞窟。筆者は，この
イメージが，第二節におげるr夕日を映す眼」le　couchant　re胎t6par　mes
yeux，さらに最終節のr蓄しい心の秘密を深める」approfondir1e　secret
douloureuxという表現と照応し，それらを導き出す伏線にたっている，と考
える。これについては引き続き検討したい。
皿
r前世』第二節の原文と訳をまず掲げる。
Les　houIes，en　roulant1es　i－nages　des　cieux，
Mε1誠ent　d’une　faCon　solenne11e　et　Inystique
Les　tout－pu1ssants　accords　de　leur　r1che　mus1que
Aux　couleurs　du　couchant　re雌t6par　mes　yeu又幽
大波は，空の景色をころばしながら，
荘重にもまた神秘的にも混ぜ合せた
その豊かな音楽のカ強い和音を
私の眼に映った夕日の色彩に。
　夕日に赤く染った玄武洞のイメージが，一抹のかげり，一種の漢とした不安
をかもすとはいえ，先の第一節で描き出されたのは，いわば古典的均衡を保っ
た，ごく静寂な楽園の書割だったといえよう。そこには，全く音が消えてい
た。動きがない。海はあるが，波の音は聞こえない。r海の太陽」leS　SOleilS
marinSと，㎜arin「海の」という形容詞で控え目に言いとられ，つつましく
舞台に導入された海に，われわれは，打ち寄ぜる波の音を聞くことはできな
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い。これは，絵画の中の，動かたい，音の消えた海だ。そして，夕日を受けて，
まっすぐに厳かに，黙々と並び立つ列柱。ここにも音はない。動きはない。
いかにも静かだ。厳粛だ。一まるで古典派の巨匠，クロード・ル・ロラソ
CIaude　le　Lorainの画面飼をしみじみとながめて｝・るよう机第一節を領す
るこうした静寂の印象は，脚韻riIneの面からも指摘できる。各行の最後の単
語とその発音をあげてみれぱ，
　　　　　　　　ポルテイツク　　．．、．Poれiques［PDれikコ　　　A　女性韻rime　f6minin
　　　　　　フウ　．．．．．．feux［f②コ　　　　　　　　B　男性韻rime㎜ascu1in
　　　　　　　　　　rジ’スデイ’ウ　　　．majestueux［mα3εsty㊧］　B　男性韻
　　　　　　　　　パザルテイツク　　．．basaltiques［bαzGltikコ　A　女性韻
という具合に，ABBAと静かで落着いた女性韻が男性韻をつっみこむ，抱擁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サアスト　珀ルテイツク韻rimesembrass6esの形態をとっている。vastesPortiques［vostportikコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’｛ザルテイツクと，ゆっくりとおだやかに始まり，basaltiques［bαzαltikコと，やはり静粛に
閉じられる。（ちなみに第二節性，第一節と同一の脚韻が，今度は逆にBAAB
という順にふまれ，男性韻が女栓韻をつつむ形にたる。）
　この静かな楽園の舞台が，しかし第二節に入るや否や，俄然動き出す。静か
　　　　　　　　　　　　　　　　レ　ウルら動に急転する。努頭1esh0ωes［1eu1］「大波」と，鋭く短く打出された緊
迫した音。しかもそれは，直ちに打たれたコ：■マvirguleにより，一層の強
さと緊張を獲得する。沖合に突如出現した大波は，一息いれるやたちまち運動
を開始す私夕焼けた大空の景色を波は反映しっつ，大きくうねり反転をくり
返しながら，陸続と岸におしよせて来孔岸壁にぶちあたった高波は，次から
次へと大音響とともに四散し，世にも力強く豊かな和音をか汰でる。空と海と
の，何という葦麗な饗宴であろう。色彩と運動と音の揮然一体となった，何と
いう豪撃なシソフォニーであろ㌔しぱしわれわれは，陶然として己を忘れる。
　しかし，しかしである。四行目の「私の眼に映った夕日」1e　C㎝Chant　re・
地t6par　mes　ye岨という個所まで来て，筆着はいつも，何か奇妙抵感覚に
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襲われてしまう。一種の疎外感というか脱落感のごときものに襲われる。幾度
読んでみてもそうだ。空と海との雄犬なシ1■フォニーに，豪著な饗宴に陶酔し
つつあったのが，最後に来て，急に冷や水をあびせかけられたような，一瞬沈
黙が支配したような，ぽっかり空洞が開いたような，何とも妙な感覚に落ちこ
んでしまうのだ。何故そうなのか。冒頭三行で展開された，窒と海との限りな
く広大嬢壮な景観が，突然四行目の末尾にきて，眼球に映った夕日，という極
めて徴細なものに取って代られる。この極大から極小への唐突な変化，その余
りの落差が，一っには奇妙た感じを招くのだろう。この眼，小さく夕目を点じ
た眼について，さらに考えてみよう。
　ポードレールにあっては，眼はしばしば，鉱物類に例えられる。例えぱ，
Ses　yeux　polis　sont　faits　de　min6raux　char㎜ants，闘σσ（V［I）
その光沢のある眼は魅力的な鉱石でできている（XXVII）
．．．．．tes　beaux　yeux，
Mε1亀de　m6tal　et　d’agate仰（Le　Chat）
　　　めの5金属と馬璃のまじったお前の美しい眼（猫）
Statue刎x　yeux　de　jais，9rand　ange　au　front　d’airain！鯛（XXXIX）
黒玉の眼の彫像よ，青銅の額の大天使よ！（XXXIX）
　．tes　yeux，clairs　comme1e　crista1：倒（Sonnet　d’Automne）
水晶のように澄んだ，お前の眼（秋のソソネ）
　眼は重た，くもりなきr純粋の鏡」de　purs　miroirs㈹でもある。ポードレ
　　　　　　　　　　けい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。一ルは誇らかに歌う，r胴々と澄みわたった私の眼」meS　ye㎜ClaiWoyantS
et　SeremS㈹と。一不感不惑の鉱物。冷たく澄んだ鏡。この眼は，冷ややか
に物を反映するだけだ。精綾に物を写し出すだげだ。詩には，r大波は，その
力強い和音を，私の眼に映った夕日の色に混ぜ合せた」と確かにある。しかし，
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筆者は，無茶なことを言うようだが，強弁とうけとられるかもしれないが，波の
豊かな音楽と私の眼に映った夕目は，けっして混り合ってはい愈い，と読む。
混り合うことはできない，と考える。波の力強い和音は，この硬い鉱物である
眼，澄明な鏡である眼に当って，窒しくはね返るしかすべはない。小さく精綴
に夕日を映した冷たい眼球に，音は空しく反響するばかりだ。何をたわげたこ
とを，と反論される向きもあろう。あの有名た『万物照応』Correspondances
を知らぬか，とo
Co㎜edelongs6chosquide1oinseconfondent
Dans　une　t6n6breuse　et　profonde　unit6，
Vaste　com血e1a　nuit　et　comme　la　cla討6，
Les　parfums，les　couleurs　et－es　sons　se　r6pondent陶
長いこだまが遠くから溶げ合うように
夜のように光のように広大な，
暗く深い統一のなかで，
香りと，色と音とが互いに答え合う。
　しかし，上記の一節を援用して，『前世』の場合も同じではたいカ㍉ボード
レール的コレスポソダソスの典型例の一つではないか，と言いはるのは，いさ
さか安易にすぎよう。ここにはr万物照応』に歌われたr暗く深い統一」une
t6n6brense　et　profonde　unit6はない。ただ単に，夕日の色彩に，渤こ反映
した夕日の色彩に，力強い波の和音が混り合う，というのならわかる。見事な
コレスポソダンスだ。が，それが突然，「私の眼に映った」re雌t6par　mes
yeuxと冷静に言い取られる。イメージは，唐突に収縮L，いきなり我々は豪
　　　　　　　　　　　　　　　ルフ　レ　テ著な饗宴から疎外される。τe雌t6［rgnete］（映？た）一この過去分詞の持っ，
いかにも冷ややかな音のひびきには一瞬心を萎えさせるようなものがある。冷
たく，小さく物を映した静かな眼。その眼と，率麗雄壮な大白然のシンフォニ
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一との間には，明らかに断絶がある。一筋の深いみぞがある。成り立たんとし
て，ついにコレスポンダソスは成立しない。
　この眼がいけたいのだ。この眼が，楽園の豪華な書割の中に，ぽつねんと一
人坐りつづける一個の存在を，否応在く我々に．指し示すのだ。けっして，周囲
にとけこみ和することのない一人の孤独者を。澄みきった，明蜥た眼の持主
　　　　　　　　　　　　　　ひと昆を。それにしても，ちっぽけな瞳に、映った赤い夕日とは，なんともしみじみと
した光景ではないか。ふと気の衰えを感じさせるような，淋しい光景ではない
か。小さく小さく縮小されて眼の中に点じられた夕日には，いかなる熱もあた
たかさもなし・……
　ところで，1Iの終りで，筆者は第一節のr玄武洞」のイメージが，第二節に
おける「眼」のそれを導き出す伏線にたっている，と指摘しておいた。それぞ
れの4行詩quatrainの末尾に，ということは一際目に立つ位置に，もっとも
余韻を引く位置に置かれた「洞窟」とr眼」。夕目に赤く染ったr洞窟」と夕
日を映すr眼」。両者の類似・照応はもはや言うまでもないだろう。眼球は，
頭蓋にうがたれた空洞，すなわち眼窩に収まっている。眼を穴あるいは深淵と
言い取った詩句もポードレールにある。
Les　yeux6taient　deux　trous，．．．．．1陶（Un　Voyage主Cythさre）
両眼は二つの穴だった，……（シテールヘの旅）
Le　gou舐re　de　tes　yeux，p1ein　d’horrib1es　pens6es．㈹（Danse　Macabre）
恐ろしい想念に満ちた，お前の眼の深淵（死の舞踏）
　しかも，『ベルトの眼』LesYe帆deBerthと題した美しい詩では，眼は
文字通り洞窟である。その第二節。
　Grands　yeux　de　mon　enfant，arcanes　ador6s，
　Vous　ressemblez　beaucoupきces　grottes　magiques
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163
0i，deniさre1’amas　des　ombres16thargiques，
Scinti11ent　vagnement　des　tr6sors　igor6s！㈹
いとしき子の大きな眼よ，愛する秘密よ，
お前はあの魔法の洞窟にとても似ている
　　　　　こんそこには，昏々と眠る亡霊たちの群の後に，
未知の宝がおぼろげにきらめく！
1V
　r前世』第一，第二節の二つの4行詩quatrainで，空と海の無限に向って
開かれた楽園の舞台を犬きく描いたボードレールは，第三，第四節の二つの3
行詩terCetに入って，その理想郷を，細目にわたってより詳細に描写する。
まず第三節から。この部分については，余り語ることもない。ごく簡単にすま
せたい。
C’est1主que　j’ai　v6cu　dans1es∀o1upt6s　ca1mes
Au　mi1ieu　de1’azur，des　Yagues，des　splendeurs
Et　des　esc1aves　nus，t01ユt　impr6gn6s　d’odeurs，㈹
そこにこそ私は生きたのだ　静かな逸楽のうちに，
青空と，波と，壮麗な光と，
香油をぬりこめた裸の奴隷たちのさ中に，
　うねる大波の雄壮な運動をいきたり導入する形で始まった前章の第二節は，
しかし最後に来て，眼に映った夕日という冷ややかなイメージに唐突に収敷さ
れ，寄妙な終息をみせた。この眼の持主である楽園の住者が，いよいよ前面に
登場してくる。まず冒頭の「議かな逸楽」les　Y01upt6s　ca1mesのなかで暮し
た，とある個所。ボードレールが，どんなにかr逸楽」vo1upt6という語を愛
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L，それに執着したかは，r旅への誘い』L’Invitation　au　Voyageで，三度
にわたってくり返されるリフレインrefrainを恩い浮かべれば十分であろう。
L註，tout　n’est　qu’ordre　et　beaut6．
Luxe，calme　etマo工upt6．物
そこでは，全てがただ　秩序と美。
豪著と静寂と逸楽。
　この詩句でもr逸楽」マO1upt6と「静寂」ca1meは分ちがたく結びつげられ
ている。なおここで歌われたr秩序」ordre，r美」beaut6，r豪著」1uxeは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たた空と海と整然とした柱廊で溝成されたr前世』理想郷の舞台を，そのまま称え
る言葉ともなろう。さらに，詩人がもっとも好んだ動物，「逸楽の友」である
猫について彼はこう語る。
Amis　de　la　science　et　de1a　vo1upt6，
Ils　cherchent1e　silence　et1’horreur　des　t6nさbres：陶（Les　Chats）
学問の友であり逸楽の友である，
彼らは静寂と暗闇と恐怖を求める。（猫）
　ボードレールにあっては，逸楽とは，あくまで静か友ものでなくてはたらな
い。逸楽は，沈黙と沈思から引き出すものだ。鰯一人でしみじみと味わうもの
だ。r一人でいることのできない大きな不幸！」Ce　grandmalheurdene
pouvoirεtre　seu1！㈹ともrほとんど全てのわれわれの不幸は，部屋にじっと
Lていられないことに原困する」Presque　tous　nos㎜alheurs　nous　viement
de　n’avoir　su　rester　seul　dans　notre　chambre．勧とも彼は言う（散文詩
『孤独』La　Solitude）。静けさの中でしみじみと味われる甘実なr逸楽」vo－
lupt6に，至上の価値が付与されるのに反し，「侠楽」plaisirという語は，心
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身の混香L・動揺と関遠づけられ，否定的なニュアンスで用いられることが多
い。その二，三を捨えば
　P1aisirs，ng　teI1tez　plus　un　c舵ur　soInbre　et　boudeur！嗣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Le　GoOt　du　N6ant）
　快楽よ，暗く不気嫌な心をもはやそそるた！（虚無の味）
Eprise　du　plaisir　jusqu，き1’atrocit6，㈲（Les　Aveug1es）
残虐なまでに快楽に熱中して（盲人）
　．．ou　quelque　vieux　d6sir，
Eperonnant　encor　ta　マivante　carcasse，
Te　pousse－t－i1，cr6du1e，au　sabbat　du　P1asir岬（Danse　Macabre）
　　・あるいは何か昔の欲望が，
いまだお前の生ける骸骨を駆りたて，
　　　　　　　　　　　　　　サパ　トお前を，信じ易き者よ，快楽の魔宴に押しやるのか？（死の舞踏）
Pe皿dant　que　des工nortels1a工nultitude　vile，
Sous　le　fouet　du　P1aisir，ce　bourreau　sans　merci，
Va　cue1111r　des　remords　dans　la　fεte　semle，飼（Recuel11ement）
下賎な人問どもの群が，
　　　　　　　　　　　　　　　むらあの無慈悲た死刑執行人，快楽の鞭に打たれ，
　　　　　壷杜げいやしいの宴の中に悔膜を捨いにゆく間，（沈恩）
　これで十分であろう。すなわち『前世』の孤独な住者は，あくまで，一人静
かにr逸楽」VO1岬t6を満喫しつつ，楽園の中で暮さねぱならない。しかもそ
れは，「青空と，波と，壮麗な光のさ中に」Au㎡1ieu　de1’azur，desマagues，
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des　sp－endeurs，「香油をぬりこめた裸の奴隷たち」des　esc1aves　nus，tout
impr6gn6s　d’odeurs，にかしづかれてだ。この「青空」云々に関しては，『前
世』第一節を扱った皿で，ボードレールの海を間題にした際すでに少しふれた
が，たお，r憂愁と妨浪』Mcesta　et　Errabmdaから次の一節を引用してお
こう。
Comme　Y0usεtes　loin，Paradis　parfum6，
0泣sous　un　clair　azur　tout　n’est　qu’amour　et　joie，
○むtout　ce　que1’on　aime　est　digne　d’εtre　aim6，
○亡dans　la　volupt6pure1e　cceur　se　noie！
Comme　vousεtes　loin，Paradis　parfum6！鶴
　何と汝は遠いことか，香り高い楽園よ，
　そこでは澄んだ青空のもと全てがただ愛と喜び，
　そこでは愛するものは全て愛されるにふさわLく，
　そこでは純粋な逸楽の中に心は溺れる！
　何と汝は遠いことか，香り高い楽園よ！
　『前世』では。香りは，裸の奴隷が体にぬりこめた香油，という形で楽園の
一構成要素として表現されているが，ここではr香り高い楽園」paradis　par－
fum6と・楽園そのものカミ芳香を放っている。フラソス文学史上最も俸大な嗅
覚の詩人，㈲と言われるボードレールのことであるから，彼の描く楽園的光景
に必ず香りが伴うのはけだし当然といえよう。あと二例おぎなえば，
Guid6par　ton　odeur　Yers　de　chamants　c1imats，
Je　vois　un　port　rempli　de∀oi1es　et　de　mats
Encor　tout　fatigu6s　par　Ia▽ague　maづne．鵠（Parfum　exotique）
お前の匂いによって魅惑の風土へと導かれ，
私は見る　海原の波に今なお疲れ果てた
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帆や帆柱にみちた港を，（異因の香り）
Les　p1us　rares　且eurs
　Mε1ant　leurs　odeurs
Aux　vagues　senteurs　de　l’ambre，⑲（L’Invitation　au　Voyage）
　世にも珍しい花々が
　その匂いを
　　　　り頃うぜん　　　　　まUかすかな竜挺の香に渥え，（族への誘い）
　さて，r前世』第三節では，r静かな」CaImeという一形容詞によって，楽園
の住者の孤独性が辛うじて暗示されるものの，そこに総じてうかがわれるのは，
壮麗な舞台で奴隷たちにかしずかれながら逸楽を満喫する，一見自足した幸福
た住老の姿である。が，それでは，あの「玄武洞」により，つづいてr夕日を
映す眼」により，楽園にうがたれた暗い穴はどうたるのか。それは漠とした不
安を投げかけたまま消え失せるのか。それとも……。われわれは最終節で，し
かとその帰趨を見届けねばならぬ。
Y
Qui皿e　rafraichiss出nt王e　front　avec　des　palmes，
Et　dont　runique　soin6tカt　d’approfondir
Le　secret　dou1oureux　qui　me　faisait　lang汕L鉤
彼らは綜欄の葉で私の額を扇いでくれたが，
その唯一の心ずかいは　なおも深めることだった
私を樵捧させる苦しい心の秘密を。
　『前世』第四節の3行詩tercetである。やはり，われわれの予感は間違っ
てはいなかっれ赤く染ったr洞窟」とr夕日と映す眼」が投じた漠とした陰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　533
　168
騒，光にみちた楽園のただ中にうがたれんとした暗い穴，それは最終節の「苦
しい心の秘密」にあざやかに収め敢られ，詩は完結する。
　冒頭一行目，蚊隷たちが椋欄の葉で私のr額」frOntを扇いでくれた，とあ
る。ただ単にr私」，あるいはr私の体」，r背中」等を扇ぐのではなく，ほか
ならぬr額」を扇ぐ，と言ったところがいかにも面白い。残された幾葉かの写
真からもそれと明瞭に見てとれる，ボードレールのあの秀いでた広い額が，ふ
と眼に浮かばないだろうか。詩人の悩ましい思いをいっぱいに詰めた脳髄を背
後に蔵し，しかとそれを閉じて守る，あの広い額，突き出た額が。顔面から突
出した額，広く硬い額，それはどこか岩壁を連想せないでもない。その直下に，
一種の洞窟，暗く深い眼窩をうがった岩壁を思わせないでもない。この硬い岩
壁に守られて，r私」の苦悩がある。「苦しい心の秘密」がある。r私」を気づ
かう奴隷たちは，額に空しく風を送るしかすべはない。彼らのr唯一の心ずか
いは　なおも深めることだった　私を樵悼させる苦しい心の秘密を」Et　dont
1’mique　soin6tait　d，approfondir　Le　secret　dou1oureux　qui　me　faisait
1anguir、直訳Lただけではいささか難解でなくもないこの末尾の二行。が，
例へぱ杉本秀太郎氏の見事な訳を読めばなるほどと賄におちるだろう一「そ
のありがたい心使いも，私をわびさせる悩まLい心の秘密を　いっそう深める
のに，役立つばかりだった」。㈹この部分，筆者の読みも，氏のそれと異らない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きすなわち，「私」の心の秘密，蓄悩，それは容易に他人に，奴隷たちによって窺
も
知され，究明され，解消されるよう放ものではたい。彼らが心やさしくr私」
を気づかってくれればくれる程，r私」は，彼らと自分をへだてる距離をます
ます鋭く意識せざるを得たい。彼らの無心な姿を観ずれば観ずる程，ますます
己れの孤独を，己れの苦悩の唯一性を意識せざるを得たい。楽園の住者のこの
ような姿は，例へばr地獄のドン・ジュアン』Don　Juan　aux　Enfersで詩人
が創造したドソ・ジュアソ像に相通じる。楽園と地獄と，まったく対照的な光
景を描きながら，そこに点じられた両主人公の姿は，興味深いことに不思議に
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似かよっている。地獄におちたドン・ジュアンは，ののしり，酔び，うめく周
囲の喧騒には一顧だにせず，沈思黙考したまま，身を屈しじっと舟の曳く水脈
をながめつづける。
Mais　le　ca1me　h6ros，courb6sur　sa　rapiさre，
Regardait1e　sillage　et　ne　daignait　rien　voir．働
げれど静かな英雄は，長剣に身をかがめ，
航跡を見つめつつ他の何ものにも目をくれなかった。
　壮麗た楽園のイメージを捲きたがら，詩人は次おかつそこに，深い苦悩を大
切な秘密のごとく心に抱いた，孤独な住者を住まわせざるを得なかった。なる
ほど，いかにもボードレールらしい。彼には，満ち足りた幸福や充足，何わず
らうことない安息は，永遠に拒まれている。いや，むしろこう言ったほうがい
い。現状への安易な埋没，おめでたい自己満足，いやそれだげではない，あり
とあらゆるたぐいの自己溝足一これほどボードレールが嫌悪したものはな
い。永遠の不充足，心の渇き，常住不断の苦悩こそ，彼の唯一の存在理由であ
り，生のあかしたのだ。そう，苦悩こそ詩人の，唯一のミューズ。『祝福』
B6nξdictionにこうある。
Soyez　b6ni，mon　Dieu，qui　donnez1a　sou倣rance
Comme　m　divin　re㎜さde差nos　impuret6s
Et　comme1a　mei1leure　et　la　p1us　pure　essence
Qui　pr6Pare1es　forts　aux　saintes▽olupt6s岬
祝福されてあれ，わが神よ，神は
われらのげがれを浄める神聖な薬として
聖なる逸楽へと強き者をそなへる
最良至純のエヅセソスとして　苦悩を与へ給う！
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　すなわち苦悩は，r神聖な薬」「最良至純のエッセンス」であり，r聖なる逸
楽」に至る道である。同じ詩でまた，
Je　sais　que　la　dou－eur　est　la　noblesse　unique
○亡ne㎜ordront　jamais1a　terre　et　les　enfers，㈱
私は知っている　苦悩こそ唯一の高資なもの
地上も　地獄も　けっして　これに歯を立てることは出来ないだろう。
　苦しみは，詩人が頭にいただくr神秘た冠」1a　COurOune　myStiqueであ
孔世にも珍らかな貴金属類をちりばめてもrこのまばゆく澄んだ美しい王
冠」ce　beau　diadさme6blouissant　et　c1airには遠く及ぶまい。ただ「純粋
な光」pure1umiさreのみで作られたこの王冠には。飼ボードレールには，一
種の苦悩信仰とでも呼ぶべきものがある。
　一点の苦悩の影も射さない心の状態，そのような安息の状態は，彼には恩い
もよらない。あり得べからざることだ。不断の苦しみこそが，彼の常態であ
る。やがて苦悩は彼の内で飼い馴らされる。苦悩は詩人の，かげがえのない伴
侶とたる。彼は，親しげに呼びかける。
Sois　sage，6ma　Dou1eur，et　tiens－toi　plus　tranqume㈱（Recueinement）
おとなしくしておいで，私の苦悩よ，もっと静かに（沈思）
　そしてこの『沈思』末尾では，苦しみに向い，r私のいとしい」ma　Chさre
苦悩と，まるで恋人に対するように呼びかけるのだ。
Entends，ma　chさre，entends　la　douce　Nuit　qui　marche．帥
お聞き，私のいとしい苦悩よ，お聞き歩み寄るやさしい夜の足音を。
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　ところで最後にたったが，第一，二節の「玄武洞」と「眼」，そしてr前世』
全篇を通じたえず見え隠れする海のイメージ，これらと「苦しい心の秘密をた
おも深める」apProfondirIesecretdou1eureuxという詩の結末との照応，連
関を確認して筆をおきたい。海はいうまでもなく，洞窟にしろ眼にしろ，それ
らが共に深淵，深い穴であることはすでに言及した。なお眼を「深い」profond
と言い取った詩句を二，三引けば，
Ses　yeux　profonds　sont　fai俺de　vide　et　de　t6rさbres，鯛（Danse　Macabre）
その深い眼は虚無と闇で出来ている（死の舞踏）
Mon　enfant　a　des　yeux　obscures，Profonds　etマastes，働
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Les　yeux　de　Berthe）
私のいとしい子は　暗くて深くて広大な眼を持つ（ベルトの眼）
．．Y0s　yeux　profonds　comme　les　mers！㈹（Le　Voyage）
・海のように深いお前の脹！（旅）
　さらにr毒』Le　PoisOnと題した詩では，愛する女性の縁色の眼が，r苦い
深淵」gOu趾eS　amerS㈲に例えられる。深い眼，深い洞窟。そして深い海。
しかし「私を樵俸させる苦しい秘密」Le　secret　dou1eureux　qui　me　faisait
languirをいだいた心こそ，ポードレールにとって最も深いものだ。最も苦く
て，底知れない深淵だ。
．．、cecceurprofondco㎜emabime，㈲（L’1d6a1）
　・深淵のように深いこの心（理想）
La　mer　est　ton　miroir；伽contemples　ton盆me
Dans1e　d6roulement　inini　de　sa　lame，
Et　ton　esprit　n’est　pas　un　go雌re　moins　amer一緬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L’Homme　et　la　Mer）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　537
172
海は君の鏡だ，君は君の魂を
無限に寄せては返す波の中に見る，
そして君の精神もまた海に劣らぬ苦い深淵だ。（人と海）
　r愛する秘密よ，お前はあの魔法の洞窟にとても似ている」arCaneS　adOr6S，
∀ous　ressemblez　beaucoupきces　grottes　magiques㈱と歌われたベルトの
眼。ほかならぬ洞窟であるその眼の奥に，未知の宝がおぼろげにきらめいてい
たように，詩人の孤独た心の底には，かけがえのない貴重な宝石である薔悩が，
秘密が，その奥深くかくされているのである。
一M1aint　joyau　dort　enseマeli
Dans1es　t6nさbres　et1’oubli，
Bien　loin　des　pioches　et　des　sondes；
Mainte｛eur6pancheきregret
Son　parfum　do帆comme　m　secret
Dans　les　solitudes　profondes．⑳（Le　Guignon）
一幾多の宝石が埋もれて
暗闇と忘却の中に眠っている，
つるはL
鶴曙も測深器も届かないはるか彼方に。
幾多の花々が未練がましく
秘密のように甘い香りを
深い孤独の中で放つ。（不運）
538
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　173
注（1）　Baudelaire：㏄uwes　comp1さtes　II（Bibliothさque　de　la　P－6iade，Gallin油rd．
　　　1976）　p．165．
　　　　　Tout　poさte　lyrique，en　vertu　de　sa　nature，opさre　fata1e㎜ent　lm　retour
　　　　　vers1恒den　peI－du．
　（2〕　Baudelaire：o…uwes　comp1さtes　I　（BibIiothさque　de　la　P－6iade，Gal1imard．
　　　1975）　p．17一
　（3）　Ibid一，p．1g．
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　　　1973）　p．248．
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　Ibid、，pp．179＿180－
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　Ibid．，P，79．
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　Ibid．，p．312，
　Ibid．，p．54，
　Ibid．，p．25、
5．39
174
⑳
㈲
鶴
鯛
鉤
帥
鯛
飼
鯛
闘
鯛
吻
鯛
鶴
闘
帥
　1bid．，p．64－
　Ibid．，p－64．
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　Ibid．，p．131一
　ユbid一，p－143．
　Ibid．，p－668．
　Au　moral　co工nme　au　physique，j’ai壬oujours　eu　Ia　sensation　du　gou伍re，
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　rεYe，du　souvenir，du　d6sir，du　regret，du　re正nords，du　beau，du　nombre，
　etC．
　1bid。，p．154．
　互bid一，p．155．
　Ibid．，p．18■
　Baudelaire：Les　Fleurs　du　Ma1（Nouveaux　Classiques　Larousse，Larousse，
1972）　p．25．
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　Ibid．，p．65．
　Ibid．，p－21．
　Ibid。，p一ユ58．
　Ibid。，p－11．
　　Ibid。，p．118．
　Ibid．，p．97－
　Ibid。，p．161、
　　なお散文詩『描きたい望み』にも「彼女の眼はおぼろげに神秘がきらめく二つの
濁窟……」Ses　yeux　sont　deux　antres　o亡scinti1le　vaguement1e　mystきre．．．、
とあるo工bid一，P．340．
　　Ibid．，p．18．
　Ibid．，p，53－
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